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2024.4 .1  

哲 学 科  新 1 年 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  

「 基 礎 ゼ ミ 」 案 内  ＋  課 題 作 文  

 

Ⅰ  基 礎 ゼ ミ の 履 修 に つ い て  

1 年 生 の 哲 学 科 授 業 の ほ と ん ど が 「 先 生 ⇒ 皆 さ ん 」 と い う 講 義 形 式 で あ る 中 、

「 先 生 ⇔ 皆 さ ん 、皆 さ ん ⇔ 皆 さ ん 」と い う 唯 一 ゼ ミ 形 式 の 科 目 が「 基 礎 ゼ ミ 」で す 。

こ の 授 業 で は ま た 、〈 読 む・ 考 え る・ 語 る・ 書 く 〉と い っ た 大 学 で の 勉 強 方 法 や 哲

学 の 基 礎 作 業 の 訓 練 、 研 究 倫 理 の 学 習 が 行 わ れ ま す 。 制 度 と し て は 「 基 礎 ゼ ミ 」

は 必 修 科 目 と は な っ て い ま せ ん が 、 哲 学 科 生 は 必 ず 履 修 し て く だ さ い 。  

「 基 礎 ゼ ミ 」の 授 業 は 、学 籍 番 号 が 奇 数 か 偶 数 か で 2 つ の ク ラ ス に 分 か れ ま す 。

そ れ ぞ れ の ク ラ ス に は 春 秋 に １ つ ず つ 、計 2 つ の「 基 礎 ゼ ミ 」が あ り ま す（「 基 礎

ゼ ミ Ⅰ 」は 春 学 期 の 科 目 で あ る こ と を 、「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」は 秋 学 期 の 科 目 で あ る こ と

を 示 し て い ま す ）。 具 体 的 な 授 業 内 容 は シ ラ バ ス で 確 認 し て く だ さ い 。  

 

◆  奇 数 の 人  

春 学 期 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」（ 担 当 ： 君 嶋 ）  授 業 コ ー ド Q0001  

秋 学 期 「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」（ 担 当 ： 内 山 ）  授 業 コ ー ド Q0002  

◆  偶 数 の 人  

春 学 期 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」（ 担 当 ： 奥 田 ）  授 業 コ ー ド Q0003  

秋 学 期 「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」（ 担 当 ： 菅 沢 ）  授 業 コ ー ド Q0004  

 

Ⅱ  仮 登 録 と 基 礎 ゼ ミ 第 1 回 授 業 へ の 参 加 に つ い て  

ま ず 、授 業 支 援 シ ス テ ム（ hoppi i）上 で 、自 分 の 学 籍 番 号 が 奇 数 か 偶 数 か に 従 っ

て 、 春 学 期 ・ 秋 学 期 両 方 の 「 基 礎 ゼ ミ 」（ ILAC の 0 群 科 目 ） に 仮 登 録 し て く だ さ

い 。  

仮 登 録 後 、 hoppi i 上 の 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」（ 奇 数 ・ 君 嶋 担 当 ） や 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」（ 偶

数・奥 田 担 当 ）の ペ ー ジ に 入 る こ と が で き 、さ ま ざ ま な 授 業 連 絡 を 確 認 で き ま す 。

と く に 4 月 9 日 （ 火 ） 3 時 限 の 第 1 回 授 業 の 情 報 が 確 認 で き ま す 。  

第 1 回 授 業 に 参 加 す る こ と で 、 春 学 期 全 体 に わ た っ て 、 ゼ ミ へ ど の よ う に 参 加

し た ら よ い の か 、 予 習 復 習 は ど う し た ら よ い の か な ど の 、 正 確 な 情 報 を 得 る こ と

が で き ま す 。 必 ず 出 席 し て く だ さ い 。  

 

Ⅲ  課 題 作 文 に つ い て  

入 学 し て 最 初 の 皆 さ ん 全 員 へ の 課 題 で す 。 以 下 の 要 領 で レ ポ ー ト を パ ソ コ ン 等

で 作 成 し 、 提 出 し て く だ さ い 。  

◆  テ ー マ   「 私 と 哲 学 」と い う タ イ ト ル で 、哲 学 と の 出 会 い 、哲 学 科 へ 進 学 し た

理 由 、哲 学 で 関 心 の あ る 問 題 な ど 、皆 さ ん と 哲 学 と の 関 わ り を 、自 由 に 語 っ て

く だ さ い 。  
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◆  形 式 Word で 作 成 し て く だ さ い 。 文 字 数 ・ 行 数 等 の 形 式 は 自 由 で す が 、 １

行 目 に「 私 と 哲 学 」と い う タ イ ト ル 、2 行 目 に 学 籍 番 号 と 名 前 を 記 載 し て く だ

さ い 。フ ァ イ ル 名 は「 課 題 レ ポ ー ト ＋ 学 籍 番 号 ＋ 氏 名 」（ た と え ば 、「 課 題 レ ポ

ー ト 24B0000 法 政 哲 夫 」） と し て く だ さ い 。  

◆  分 量  800 字 ～ 1200 字  

◆  締 切 4 月 7 日 （ 日 ）  

◆  提出方法 学 習 支 援 シ ス テ ム で「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」（ 春 ）と「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」（ 秋 ）の 仮

登 録 を 済 ま せ 、両 方 の「 課 題 」欄 に 添 付 フ ァ イ ル と し て 提 出 し て く だ さ い（ 提

出 先 は 2 ヶ 所 と な り ま す の で 注 意 し て く だ さ い ）。  

 

【 学 習 支 援 シ ス テ ム の 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」 と 「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」 に 至 る 道 筋 】  

❶  法 政 大 学 の 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ の ト ッ プ 画 面 を 開 く   

❷  そ の 画 面 左 側 の コ ラ ム（ 柱 ）の 一 番 下 に あ る「 法 政 ポ ー タ ル サ イ ト（ hoppi i）」

を ク リ ッ ク   

❸  遷 移 し た 画 面 の 右 上 隅 に あ る 「 統 合 認 証 （ SSO）」 を ク リ ッ ク   

❹  遷 移 し た 画 面 で  「 ユ ー ザ ー ID」  と  「 パ ス ワ ー ド 」 を 打 ち 込 み 、「 ロ グ イ

ン 」 を ク リ ッ ク ＝ 学 習 支 援 シ ス テ ム に 入 室 （「 ユ ー ザ ー ID」 と 「 パ ス ワ ー ド 」

は 4 月 1 日 以 降 に 大 学 の 事 務 よ り 各 自 に 連 絡 さ れ ま す 。）   

❺  学 習 支 援 シ ス テ ム の 上 方 に 並 ん で い る 科 目 （ あ な た が 履 修 の 仮 登 録 ま た は 履

修 登 録 を す ま せ た 科 目 ）の 中 か ら 、「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 」「 基 礎 ゼ ミ Ⅱ 」を ク リ ッ ク し

て 、 そ れ ぞ れ の 「 課 題 」 欄 に 作 成 し た レ ポ ー ト を 投 稿 し て 下 さ い 。  

「 課 題 」欄 に 投 稿 す る た め に は 、す で に 作 成 し た レ ポ ー ト を あ ら か じ め あ な た の

パ ソ コ ン 等 の 機 器 の 任 意 の 場 所（「 ド キ ュ メ ン ト 」や「 デ ス ク ト ッ プ 」な ど ）に い

っ た ん 保 管 し て お く 必 要 が あ り ま す 。 実 際 に レ ポ ー ト を 提 出 す る と き は 、 学 習 支

援 シ ス テ ム の 「 基 礎 ゼ ミ Ⅰ 、 Ⅱ 」 の 内 部 で 、 提 出 す る レ ポ ー ト を 上 の 保 管 場 所 か

ら 選 び 出 し こ れ を 「 課 題 」 欄 に 入 れ る 、 と い う 操 作 に な り ま す 。  

 

Ⅳ  基 礎 ゼ ミ 全 体 会 合 「 哲 学 科 新 １ 年 生 の 集 い 」  

 哲 学 科 で は 、 新 １ 年 生 の 皆 さ ん が 4 年 間 に わ た っ て 安 心 ・ 充 実 し た 大 学 生 活 を

送 る こ と が で き る よ う に 、 重 要 な 行 事 と し て 哲 学 科 1 年 生 全 体 の 会 合 を 次 の 要 領

で 実 施 し ま す 。  

◆  日 時  4 月 13 日 （ 土 ） 13:00～ 18:00  

◆  場 所  大 学 で 行 い ま す 。教 室 は 第 1 回 の 授 業 内 お よ び hoppi i に て 連 絡 し ま す 。  

◆  内 容  以 下 の プ ロ グ ラ ム を 予 定 し て い ま す 。  

 

13:00~15:00  自 己 紹 介 を 兼 ね て 、「 わ た し と 哲 学 と の 関 わ り 」に つ い て 、各 人

の 話 を 聴 き ま す 。  

15:00~15:20  休 憩  

15:20~17:00  引 き 続 き「 わ た し と 哲 学 と の 関 わ り 」を 中 心 に 、「 哲 学 」に つ い
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て 各 人 の 話 を 聴 き ま す（ 時 間 に よ っ て 、質 問 や 意 見 交 換 の 時 間

帯 を も う け る こ と も あ り ま す ）。  

17:00~18:00  フ ォ レ ス ト ガ ー デ ン に て 簡 単 な 懇 親 会 を 行 い ま す 。  

 

◆  出 欠  こ の 会 合 は み な さ ん が お 互 い に 名 前 を 確 認 し た り 、ど の よ う な 人 た ち が

哲 学 科 に い る の か を 知 っ た り す る た め の 大 事 な 催 し で す の で 、 で き る だ け 多

く の 人 た ち の 参 加 を 期 待 し て い ま す 。 ど う し て も 出 席 で き な い 人 は 、 第 1 回

の 授 業 時 や メ ー ル な ど で 自 身 の 春 学 期 の 担 当 教 員 に 知 ら せ て く だ さ い 。  

 

【 基 礎 ゼ ミ 担 当 教 員 の 連 絡 先 】  

◆  奇 数 ク ラ ス  

君 嶋  泰 明 （ yasuakik imi j ima@hosei .ac . jp）  

内 山 真 莉 子 （ m.uchiyama@hosei .ac . jp）  

◆  偶 数 ク ラ ス  

奥 田  和 夫 （ okuda@hosei .ac . jp）  

菅 沢  龍 文 （ sugasawa@hosei .ac . jp）  

 

い よ い よ 新 学 期 が 始 ま り ま す 。 本 年 の 「 基 礎 ゼ ミ 」 も 楽 し く 有 意 義 な も の と な

る よ う 、 多 く の 熱 心 な 参 加 を 期 待 し て い ま す 。           

以 上  


